
令和６年度 事業報告書 

 

１ はじめに 

令和６年度は、全国的にみますと台風や豪雨による洪水や河川氾濫などの自然災害により

家屋の流出や大規模な林野火災が発生して地域住民が避難所生活を余儀なくされるなど、甚

大な被害が発生した１年となりました。 

また、経済情勢をみますと電気、ガス、ガソリンといった日常生活に直結するエネルギー価格

の高騰や物価上昇も重なり国民生活に大きな影響がでた１年でもありました。 

さて、安定した当センターの事業推進については、雇用延長や企業での７０歳雇用が努力義

務となったことなどで受注件数や会員数の確保・維持が今後も大きな課題となりますが、働く意

欲を持ち経験豊富な高齢者が活躍できる安定した地域社会の構築は必要不可欠です。 

このような中、当シルバー人材センターでは、臨時的・短期的又は軽易な就業等を通じて、

自らの生き甲斐の充実や就業機会の増大と福祉の増進の一翼を担うべく、行政等と密接な連

携のもと事業の推進に努めています。 

  まず、請負契約では、受注件数は 3,221 件となり、前年度に比べ 277 件の減少、受注契約

金額は、392,062,127 円となり、前年度に比べ 9,520,109 円、2.5％の増加となりました。   

派遣契約では、受注件数は  151 件となり、前年度に比べ  7 件の減少、契約金額は、

152,895,009 円となり、前年度に比べ 3,406,866 円、2.2％の減少となりました。請負契約及び

派遣契約の全体受注件数は 3,372 件となり、前年度に比べ 284 件の減少、受注契約金額

は、544,957,136 円となり、前年度に比べ 6,113,243円、1.1％の増加となりました。 

また、会員数については、令和６年度末で 142人の新規入会があり、退会会員が 150人、 

計 911 人となり、昨年度より 8 人の減員となりました。しかしながら、平均年齢は 75.2 歳で昨

年度より 0.3歳上がり、高齢化が進行しています。 

本センターが令和６年度に実施した内容について、事業実施計画に基づき、以下のとおりご

報告いたします。 

 

 

  



２ 会員拡大への取組 

会員拡大をするためには、説明会の回数を月 1 回から２回に増やし、なおかつ入会し

た会員が希望する仕事に就業できる環境づくり、また入会して良かったと思える魅力あ

る組織づくりに努めました。また、会員が希望する仕事に速やかに就業できるよう、週

１回の事務局内調整を実施しています。 

（１）入会促進への取組 

 ① 市内１２地区できめ細やかな説明会を開催しました。説明会には５２人の参加 

 があり、３５人の方に入会いただきました。 

② 会員募集チラシを、市広報紙に折り込むとともに、公共施設及び金融機関等へ 

の設置をしました。 

③ ハローワーク桑名での就業相談会を毎月第２水曜日に実施し、23 人の相談を受け

付け、そのうち 10人が入会しました。 

④ 新入会員拡大報奨制度による新入会員の紹介を様々な機会で会員に呼びかけま 

した。新入会員 142 人のうち、会員の紹介による入会者は 28 人で、19.7％でした。 

⑤ 女性会員拡大・就業先拡大を図るため、女性目線に立った講習会を開催しました。 

⑥ ORITURU新春号において、シルバー人材センターの魅力発信に取り組みました。 

 

（２）退会抑制への取組 

① 毎週木曜日、事務局内での調整会議を行い、未就業会員の情報を共有することで 

会員の就業に結び付けました。 

② 互助会活動の活性化を図るため、会員相互の親睦を深めるための支援を行いました。 

③ 80 歳以上で２年以上在籍する会員の方を対象にゴールド会員制度のほか、夫婦会

員会費半額制度を適用しました。現在、ゴールド会員は 168人、夫婦会員は 54人の

該当がありました。 

 

３ 就業機会拡大への取組 

シルバー事業の受注拡大を図るため、会員拡大とともに就業機会の確保・拡大に努めてきま

した。また、就業機会の公平性を図るため、随時、就業相談を受け付け、未就業会員の減少に

努めた結果、就業率は 84.5％となりました。 

また、労働者派遣事業については、発注があれば、事業個所を訪問し、就業環境等がシル

バー会員に適切かを判断し、会員ニーズに沿った就業先の確保・提供に努めました。 



① 各種求人チラシを金融機関等への設置のほか、商工会議所等経済団体への周知機会

の確保に努めました。 

② 定期的な発注者訪問による信頼関係の構築することで、就業できる業務内容の拡大に

繋げるよう取り組みました。 

③ 毎週木曜日、事務局内での調整会議を行い、未就業会員の情報を共有することで会

員の就業に結び付けました。 

④ 会員への就業情報の提供をホームページ、事務所での掲示を通じた提供のほか、smile 

to smileを活用した情報提供を実施しました。 

 

４ 事業の普及啓発活動 

新たな情報ツールにより、最新の情報、わかりやすい情報を広く会員、市民、事業者等に提

供することは、益々重要性が増します。本センターでは、様々な情報媒体を活用した情報更新

に努めました。ORITURU 新春号を市内全戸配布したほか、新たに目的別のパンフレットを

作成しました。 

また、各種イベントへの参加、シルバー朝市の実施等により、事業の普及啓発にも努

めました。さらに、事業の普及啓発と地域貢献を目的するボランティア活動にも取り組

みました。 

① 会員募集広告を公共施設等に加え、市内金融機関へも設置し、広くシルバー事業の周

知に努めました。 

② 多度すこやかフェスタ、長島中部水郷まつりに参加し、会員による手作り作品の販売及び

募集チラシの配布を行うことで事業の周知に努めました。 

③事業の普及啓発と地域貢献を目的として、10 月の三重県シルバーの日にあわせてボラン

ティア活動を実施しました。 

④ ホームページの随時更新を充実させ、市民が理解しやすい内容の掲載に努めました。 

⑤ 毎週水曜日に「シルバー朝市」を開催し、地域の皆さんへシルバー事業の周知に努 

  めました。 

⑥ 目的を持ったパンフレットを作成し、シルバー所有車両のほか、桑名市の協力も得て、市

関連施設等への広告掲示を積極的に推進しました。 

 

  



５ 安全就業への取組 

本センターでは「ちょっと待て 違う目線で 再確認」を安全就業スローガンに定め、事故ゼロ

を目指して、安全がすべてに優先することを会員に周知徹底してきました。 

しかし、令和６年度の事故件数は 33 件発生し、前年度に比べ 11 件増加する結果となりまし

た。月別発生件数では 11月と翌２月に各６件と多く発生しています。また、事故内容を見ますと

現場までの移動中や作業中の転倒といった受傷事故が 17件、夏季には熱中症も２件発生して

います。 

また、草刈り等における作業中の物損事故が 17 件発生しており、更なる安全管理の徹底が

急務となっております。 

こうしたことから、事故削減の取組として草刈り講習会や交通安全研修を中心に実施をすると

ともに、暑い環境の中で就業しなければならないケースを考慮して、熱中症対策を考慮した作

業の実施について研修会等を実施し、周知・徹底をいたしました。 

① 夏季作業における熱中症防止のため、「夏を元気に乗り切ろう！」をテーマに桑名市保健

医療課職員を講師に招いて「安全研修会」を実施した。また、作業時の対策として冷風ベ

スト等購入の補助金要綱を策定しました。 

② ７月の安全・適正就業月間にあわせた現場パトロールのほか、安全就業委員会委員 

による自主パトロールを５回実施し、剪定・草刈作業を中心とする現場の安全確認と安 

全指導を行いました。 

③ 草刈・剪定会員に事故防止対策のため特別研修会を実施し、事故防止、事故削減に取

り組みました。また、屋外作業用にヘルメットの貸与及び草刈り時における飛散防止のた

めの草刈り用ネットも貸与しています。 

④ 安全かわら版を年 2回発行し、安全就業に関する情報、定期健康診査の受診勧奨、 

感染予防など健康に関する情報等、会員への情報共有に努めました。 

⑤ 事故が発生した時には、関係者が即時事故現場に向かい事故原因、事故防止策等 

を協議し、関係役員、関係会員へ周知することにより事故防止に取り組みました。 

⑥ 三重県シルバー人材センター連合会主催の安全就業推進大会、安全・適正就業パトロ

ールに参加し、安全に関する知識の向上に努めました。 

⑦交通事故防止のため三重県交通安全研修センターにおいて運転シミュレーターや実車に

よる急ブレーキ体験等の「交通安全実技研修」を実施しました。 

  



６ 組織の活性化と安定運営への取組 

シルバー人材センターの健全な発展と円滑な事業推進を図るため、理事会及び各委員会

等を開催しました。 

また、組織の活性化と会員相互の交流、連帯感の醸成のため、シルバーまつりやボランテ

ィア活動のほか、各種講習会等を積極的に実施しました。 

① 事務局組織を強化し、事業の最適化と事務効率の改善に取組むことで、財務体質の強

化を努めました。 

② 各委員会及び部会において、事業及び事務改善を検討するなど目的を持った活動をし

ました。 

③ 事務所主催のボランティア活動を実施するとともに、シルバーまつりを開催することで地

域貢献と会員相互の親睦を図りました。 

④ 会員の希望に沿った就業先開拓及びきめ細かな就業相談等、会員の満足度向上に向

けてしっかりと取組ました。 

 

７ デジタル活用への取組 

シルバー人材センターの基盤強化のため、主に smile to smileを活用したデジタル

環境の整備を推進しました。 

現在、約半数の 537人の会員に smile to smileを登録いただき、スマートフォンを

活用して事務所と会員、会員同士での情報共有がよりスムーズにできるようになりま

した。 

①  smile to smileの利用促進を更に図るため、登録講習会を６日間開催しました。

就業情報や配分金明細等をリアルタイムで確認できる環境整備を加速させ、就業

条件明示書などもスマートフォンから閲覧できるようになりました。 

② web上での入会説明会を可能にするため、先進地事例等、全国的な取組状況に関

する情報収集に努めました。 

③デジタルを活用した情報発信に努めるとともに、随時、利用拡大のための相談を

受け付けました。また、関係機関との会議においては、可能な限りズーム会議での

参加としました。 

 


